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2023 年 6 月 25 日（日） 

【カニ釣り】 

ビーバー隊 隊長 

塩見 正人 

みんなで電車とバスを乗り継いで東京湾の城南島

海浜公園に行き、カニ釣りをしました。お天気が心配で

したが綺麗な夏空となり、暑いぐらいでした。到着後は

早速カニ釣りの準備をして、カニ釣り名人の草嶋副長

が先にカニのいそうな磯を見つけてくれ、保護者のお父

さん、お母さんも参加してみんなで一斉にカニ釣りをし

ました。なかなか釣り上げるのは難しかったようですが、

身近の生き物に触れられてとても楽しそうでした。 

 
 

2023 年 7 月 2 日（日） 

【夏のゲーム大会】 

ビーバー隊 隊長 

塩見 正人 

今日は、玉川野毛町公園の拡張予定地の開放日（アクティブデイ）だったので、ビーバー隊全員で参加して

きました。区の担当者の方が用意してくださった七夕の短冊作りをし、その後は、自然豊かな拡張予定地をみん

なで生き物をさがして駆け回りました。バッタ、カマキリ、なにかの幼虫、蝶など普段はあまり気にしなかった生き物た

ちの存在を知ることができました。もっと虫を怖がるスカウト達もいるかと思いましたが、そんなことはなく、みんな虫が

大好き、生き物大好きだということがわかりました。遊具もなにもない場所でしたがスカウト達にとっては、草木が生

い茂り、そこに生き物が居そうだというだけでとても楽しそうでした。 

今日は、3 人の新しいスカウトを仲間に迎えました。どんどんスカウトが増えていき、もっとアクティブな活動ができ

そうなとても楽しい集会となりました。今後もアクティブデイを有効に利用して季節の移り変わりをスカウト達と体験

出来たらと思います。 



2023 年 7 月 23 日（日） 

【3 団合同デイキャンプ】 

ビーバー隊 隊長 

塩見 正人 

今日は、世田谷地区の 15 団さんと 24 団さんと一

緒に玉川野毛町公園のデイキャンプ場でカートンドッグ

を作ってみました。朝はみんなで「大きな輪」をして、新

たに 3 名のスカウトが 5 団の仲間になるための誓いをた

てました。包丁や火を使うところは当日いらしていたリー

ダーや保護者の方に手伝ってもらい、スカウトはみな思い思いの具材を入れ、アルミホイルで包みました。いよいよ

牛乳パックに火をつける時は火をつけるリーダーのそばまで来て、興味津々に着火の作業を見ていました。牛乳パ

ックで本当にできるのかな？と思いながら、焼いている時間にはみんなでキャベツをちぎったり、インゲンの下ごしらえ

などしてスープを作って待ちました。 

いよいよ出来上がったホットドッグはとてもいい匂いをさせ、ちょうどお腹の減ったスカウト達はすぐにパクパク食べて

しまいました。少し焦げてたりとかあったけどお家でパンが焦げるなんてことはあまりないのでそれも珍しく観察したスカ

ウト達でした。食後はみんなで水鉄砲合戦をして、最後にはみんなで大きな輪をして、また他の団のみんなと一緒

に遊びたいなと感じながら解散しました。 

  



2023 年 7 月 2 日（日） 

【ゲーム・歌・ロープ】 

カブ隊 企画担当副長 

清水 恵子 

梅雨時の７月２日は室内でのプログラム。くま、し

か、うさぎに分かれてカブブックとロープ練習。全員で国

旗について学びながら、クイズを楽しみました。 

そして夏季舎営で行う営火の練習。キャンプファイ

ヤーの練習？そんなの要る？と思われるかもしれませ

ん。カブ隊の営火は「次はゲーム○○です」とか「次は

○○を歌います」などの指示なしに、次々にプログラム

が進みます。炎はあがっていますが、意外に暗くてまわ

りはよく見えない中、ゲームも歌もわかっていないとでき

ないし、できないと全

然面白くありません。

舎営での営火を楽

しめるよう、しっかり

歌い、ゲームをしまし

た。 

最後に「光の路」と「カブスカウトだ」を歌ってクールダ

ウン(^_^) 

歌もゲームもロープも、集会で繰り返し練習してい

きますが、特にロープはおうちでもできますのでやってみ

てください。ロープが結べると大きな自信になります。結

び方はカブブックに載っています。おうちの方もぜひご一

緒に。 

1 組 うさぎ 

 

今日はロープと歌とゲームをしました。ロープで花む

すびができて楽しかったです。 

2 組 うさぎ 

 

今日は 2 時間半でみじかかったけど、特に国きクイ

ズが楽しかった。 

 



2023 年 7 月 16 日（日） 

【ハイク 施設見学】 

カブ隊 企画担当副長 

清水 恵子 

梅雨時の７月 16 日は施設見学。と言ってもこの

日心配なのは、雨ではなく熱中症警戒アラート。。。 

猛烈な暑さの中、ＪＲ東日本大崎運輸区へ出かけ

ました。 

ここは山手線の運転士・車掌がつめる場所で、夜

遅い、朝早い勤務のときに宿泊できる施設や、乗務

の訓練ができる施設があります。入場できる人数に制

約があり、見学は午前・午後の２班体制です。現役

の運転士さん車掌さんが案内してくれました。まず運

転士・車掌の仕事、電車を安全に利用するためのマ

ナーなどを学びました。 

それから寝室へ移動し、起床装置を体験。セットし

た時刻になると、ベッドに仕込んだ風船が大きく膨らみ、

横になっておられず否応

なしに起こされてしまう、

というもの。風船は音が

しないので、違う時刻に

起きる隣室の人を起こさ

ないで済むのだそうです。

スカウトは「楽しい！」と

言っていましたが、乗務

員さん達は「寝覚めが悪

い」ので好きじゃないとの

こと。 

そしてシミュレーター体験、訓練用のものです。運転

士と車掌が同時に行います。ドアが閉まらないと出発

できない、という具合です。最初にプロのデモンストレー

ション。とても簡単そうにやっています。スカウトは全員、

車掌と運転士の両方を体験しました。本物の運転士

さん、車掌さんがやさしく教えてくれて、皆ドアの開閉、

アナウンス、出発、定位置への停車ができました。貴

重な体験にスカウト、リーダーとも大興奮でした。 

見学して、正確に鉄道を走らせるために見えないと

ころで大勢の人が働いていること、スゴ技の乗務員さ

んが大勢いることがわかりました。乗車マナーも勉強し

ました。これを守り、安全に鉄道を利用しましょう。 



カブ隊 企画担当副長 

清水 優一 

さくらのキャンポリー特別号の特別寄稿の中で、「世

田谷第 5 団にもなにかお手伝いが出来れば…」と軽

い気持ちで書いたばかりに、今年度から 6 年ぶりにリー

ダー復帰させられ、今回の施設見学の会社側調整

担当を任されることとなりました。ボーイスカウトの勢い、

恐るべしですね（笑）。 

企画は昨年 12 月頃から動き始めていました。最

初に上司の許可を受け、手伝ってくれる同僚を募りま

した。次に下見と当日の日程を決め、下見に間に合う

ように体験プログラムの検討を進めました。18NSJ で

は BS・VS 向けに会社概要・乗務員業務紹介、キャ

リアビジョンの授業、起床装置・乗務員シミュレーター

体験を行いました。しかし、今回は CS 向けで同じ内

容だと難しすぎる…。ということで、キャリアビジョンの授

業を鉄道マナー教室に変え、他の部分も簡単でわか

りやすくなるよう工夫を加えました。2 回目の下見で隊

長の承認をもらい、スライドやお土産の準備を整え、

当日を迎えました。 

当日の盛り上がり様は参加スカウトや他の企画担

当副長の感想文からも分かるように、大いに楽しみな

がら見学してもらえました。もちろんスカウト活動ですか

ら、楽しむだけではなく勉強も。お客さまの命を守るべく

「安全」に、朝早くから夜遅くまで暑い日も寒い日も

「時間に正確」で、乗り心地や車内アナウンスを通して

「快適に」乗ってもらえるよう、多くの鉄道員が働いてい

ることを学んでもらいました。駅や車内の快適さは乗客

のみんながルールやマナーを守ることも大事です。マナ

ー教室で教わったことを実践してくれると嬉しいです。 

参加した同僚からは、カブスカウトの子供たち（と

大人たちも）と楽しく交流できた。私たちの会社や山

手線の魅力をたくさん伝えられた。地域貢献に携われ

てよかった。といった感想があがっていました。両者にと

って良き 1 日になったなと思います。 

ちなみに、私は社員として紺色の制服を着ていまし

たが、「あっ。清水副長だ」とすぐに気づいたスカウトが

いたかと思えば、まったく気づかないスカウトもいて、

少々複雑な心境でした（笑）。また大崎運輸区の

http://setagaya5.boy.jp/scout/pdf/70thCamporee.pdf


運転士や車掌が乗務する山手線に乗りに来てくださ

いね。声を掛けてくれれば電車カードもプレゼントしちゃ

います（笑）。そして、今回の施設見学をきっかけに、

10 数年後一緒に JR 東日本で働いてくれるスカウト

があらわれることを心からお待ちしています。 

3 組 しか 

 

一般の人は入れ

ないところに入れて

嬉しかったです。1番

楽しかったのは、電

車のシミュレーターで

した。1 人 2 回出

来、1 回目と 2回目

が 同 じ記 録に な っ

て、上手に止まれた

ので、良い記録が出

せました。 

4 組 くま 

 

今回、見学に行っ

てみて、JR のルールや

工夫がたくさん分かりま

した。また案内してくれ

た人の電車への熱い

思いが伝わりました。

今度山手線に乗った

時は、みなさんの事を

思い出すと思います。

案内をしてくれて、あり

がとうございました。 

  



2023 年 7 月 23 日（日） 

【夏季舎営準備】 

カブ隊 企画担当副長 

三園 真也 

夏季舎営は、慣れない集団行動での 3 泊 4 日を

過ごすため、スカウト達の自己管理能力が試されます

のでその練習です。しおりを見ながら荷物を出したりし

まったりしながら、持ち物を確認しました。しおりの読み

合わせをして 3 泊 4 日の行動を予習し、期間中の組

ごとの係を決めました。いよいよという気分になってきま

した。 

2 組 DL 

 

夏季舎営の準備を通して、初めて夏季舎営に参

加するスカウトも、既に経験をしたスカウトも、しっかり

荷物の確認をすることができました。各組にてスタンツ

の練習や役決めをしたり、肝試しの話をしたり、夏季

舎営をとても楽しみにしてくれていると感じました。 

1 組 しか 

 

2 回目の夏季舎営の準備で、名前を書き忘れた

物が少しありましたが、荷物は全部もってこれたのでよ

かったです。来年は全部持ってきて全部に名前を書き

たいです。 

行く場所の地形なども習って知っていることもあった

けど、知らない事もあって勉強になりました。 

2 組 うさぎ 

 

夏季舎営の持ち物チェックが大変だったけど、意外

とあっという間に終わってよかった。劇の役ぎめでなりた

い役になれて嬉しかった。夏季舎営を楽しく過ごしたい

と思った。 

  



2023 年 7 月 2 日（日） 

【奥多摩登山（鋸山）】 

オットセイ班 

 

今回の登山は、殺戮的な暑さでした。また、足場が

不安定な場所では、下山で足を痛めました。 

頂上までは到着できませんでしたが、別の班は残り

1km まで来たと聞きました。自分の情けなさに胸を傷

めます。 

あと、水は2リットルほど持って行くことを心がけます。

行き 4 食事 2 帰り 4 も心がけます。 

カモメ班 

 

今日は登山をしました。よかった点と悪い点がありま

す。 

よかった事は、遅れないで歩けた事です。遅れるとみ

んなに迷惑がかかるからです。悪かった点は、逆に速す

ぎてみんなと一緒に行動するべきなのに友達と早く行

ってしまったので、次から気をつけます。 

これらを活かして次のキャンプに備えます。 

カモメ班 

 

この間の登山はと

ても大変でした。まず

行きの電車での2時

間ずっと立っていて、

登山する前から少し

疲れていました。山

に登りはじめて 5 分

位のところに、角度が 45°～65°くらいの階段があり、

登るのにとても苦労しました。 

僕は登山を始めてから 10 分くらいで疲れましたが、

なんとか登っていきました。途中に「くさり場」というくさり

を使って崖を登る場所があり、楽しかったです。 

そして登山を始めてから 3 時間くらい経ちましたが、

結局山頂まではいけず、とても悔しかったです。 

約 15 分で昼食を食べ、下山を始めました。下りは

上りよりかなり楽で、U くんと M くんが異常なスピードで

下って行ったため、僕と A 班長もそれを追いかけてかな

りのスピードで下りました。下りはとても楽しかったです。

約 1 時間強で下山できました。 

今思うととても疲れたけどかなり楽しかったと思います。 

トナカイ班 

 

のこぎり山の登山は過酷で、時間もかかったし、残り

1km のところで時間切れになってしまって、頂上まで

行くことはできなかったけれど、みんなと協力してがんば

れたことは嬉しかったし、とても一体感があった。 

山道を6km くらい歩けた事は、自分でもとても良か

ったと思った。 

トナカイ班 

 

今日の登山では水が下りのときに少なくなってしまっ

たので、配分を考えたいです。 



2023 年７月 23 日（日） 

【基本訓練・キャンプ準備】 

カモメ班 

 

A テンの設営と撤営を練習し、何回もやっているの

で、だいたい覚えていると思いましたが、まだまだ自力で

はできない作業がたくさんあったので、出来るだけ自力

でできる作業を増やせるように練習しようと思いました。

また、これからは班を引っ張る機会が増えるので、覚え

ることが必須だと思いました。 

トナカイ班 

 

今年（4 月）から私は、一度も宿泊キャンプに行く

ことができませんでした。 

特に今年からは個テンではなく大テンなので、はじめ

ての経験の機会をまた失ったことを残念に思います。 

しかし、今回の訓練では本来張るはずの大テンを

建てることを練習するいい機会になったと思います。 

夏キャンも出れませんが、これからも活動に参加して

いきたいです。 

 

  



 

 

 

◼ 団会議：7 月 29 日（土）19:30 @尾山台地区会館 

⚫ 各隊活動報告/予定共有 

 

⚫ 各隊夏季行事詳細説明/内容確認 

✓ 安全確認実施。 

 

⚫ 舎営・野営時の感染症や熱中症への注意喚起実施 

 

⚫ 9 月 3 日：カントリーデー後の第 25 回世界スカウトジャンボリー（25WSJ）派遣報告会 

✓ 会場は上野毛地区会館で確定。 

 

⚫ カントリーデーの企画（案） 

✓ 8 月 18 日（金）迄に一旦提示。 

✓ 次回団会議にて詳細説明・調整実施。 

 

⚫ スカウトショップ東京（直営店）が、7 月 22 日から神田小川町へ移転 

スカウトショップ東京 移転のご案内 - ボーイスカウト日本連盟｜加盟員向け情報 (scout.or.jp) 

◼ 育成会活動報告 

⚫ 7 月：活動費の集金 

 

 

◼ 団会議：8 月 26 日（土）19:30- @尾山台地区会館 
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